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側鎖に当たるアントラセン部位からの発光の 2 色の発光を示した。  
 第４章では、チオフェン縮環型 BODIPY の合成と各種置換基を導入した数種類の誘
導体合成を行い、長波長領域における吸収波長制御を行った。合成したチオフェン環
が縮環した BODIPY は吸収極大波長を 562 nm に持ち、長波長領域において強い吸収を



























（続紙 ２ ） 
 











BODIPY およびその共役系高分子は発光材料としての応用が期待される。  
 





３． 第７章においては、材料への応用を指向して、近赤外発光性 BODIPY 共役系高
分子のシンチレータ（放射線照射による発光材料）としての特性を調査した。そ
の結果、光励起時と同様な発光スペクトルが得られた。これまでシンチレータの
分野では有機物の利用例は少なく、本研究の成果は有機ホウ素化合物のシンチレ
ータとしての応用の可能性を見出したと考えられる。  
 
本論文は、BODIPY 骨格を基盤として、ヘテロ元素を導入することで、新しい高機能
性有機発光色素・高分子を生み出す手法を提示し、有機材料の光機能性材料としての新
たな可能性を見出しており、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本
論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。  
また、平成２９年２月２２日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、
申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表  
に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。  
 
 
